






炉から排出されるDRI の温度の違いからMIDREX 法で
はDRIクーラは装備されない。このDRIクーラは，RHF
から約1,000℃で排出されるDRI を温度域（約600～800
℃）に冷却・制御できるように設計されており，HBI ブ
リケッタで高品質のHBI（図7）を効率よく塊成化する
ことができる。
　RHFで生産されるDRIのHBI化技術の確立に向けて，
1996年にはすでに当社加古川製鉄所にHBI パイロット





　本機では，上記HBI 系の設置に加えて，新たにオフテ
イク部への二次燃焼室を設置している。これは，RHFで
発生する燃焼ガスが排ガス系に流れ，有効に活用されな
いまま排出されることを防ぎ，炉内で発生する二次燃焼
効果を還元反応用熱源として最大限に活用することを可
能とする設備である。二次燃焼室には温度監視システム
を設置し，燃焼室内での燃焼状態が，原料性状変動に伴
う RHF内部の燃焼状態変化に対して常に即した状態に
保たれるようにしている。
　オフテイク部を通して RHFから排出される排ガスは，
バグフィルタで捕集可能な温度域まで冷却を行う必要が
ある。そのためにオフガス設備に設けられる冷却器には
水噴霧タイプのものが用いられるが，噴霧された水と排
ガス中に含まれる酸化亜鉛などのダストが結合して冷却
器内部壁面に付着物を形成し，ガスの流れを阻害するな
どの問題が発生するケースがこれまで見られた。
　本機では，冷却器へのガス導入部を対向流にする方式
を新たに採用した（図12）
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